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はじめに

弾性ポールを利用した新たなタイプの電気柵

野生鳥獣による本県農林作物等の被害額は、平成２７年度で約６億２０００万円となっており、
このうち飼料作物では約１億９００万円と作物の中で３番目に多くなっています。
本県では、鳥獣被害対策支援センターや各地域の鳥獣被害対策特命チームを中心として、

集落でのシカやイノシシ、サルなどの追い払いや補助事業による防護柵の整備等を推進して
います。
こうした中、畜産試験場では、園芸用弾性ポール等、安価な資材を活用した新たなタイプ

の電気柵を場内の飼料作物圃場に設置し、被害軽減効果の調査を行っています。
飼料用トウモロコシ圃場において、被害の軽減効果が確認されましたので、紹介します。

新たなタイプの電気柵設置には、市販の園芸用弾性ポールや結束バンド等の安価な資材を
使用しています。弾性ポールはFRP製で絶縁性があることから、電線を直接つなぐことがで

きるため、支柱と碍子が不要となります。
表１に示したとおり、耐用年数を５年とした場合の

換算経費は、１０a当たり年間６３００円程度に抑えられて
います。

安価な資材を活用した新たなタイプの獣害対策用電気柵
宮崎県畜産試験場 森 徹

図１ 新たなタイプの電気柵（イメージ）

資機材 規格等 １０a当たり年間費用
（円）

弾性ポール φ６．５mm�３mm ７３９

結束バンド 幅２．２mm、長さ８０mm
（耐候性） ５３

電気柵本体 ソーラータイプ １３３５
電線 ５００m巻き ６６７
防草シート 幅１m、長さ５０m ２０６７
ピン（防草シート固定用）傘型ストッパー式 １１２８
テスター 電圧デジタル表示式 ２５９
除草剤 液剤 ７４

合 計 ６３２２
注）平成２５年度設置時の費用を基に試算

表１ 新タイプ獣害対策電気柵設置費用【耐用年数５年で試算】

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

● ●

2017.2.15 No.327 畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association

16



新たなタイプの電気柵設置による獣被害の軽減効果

区分 播種時期 熟期
乾物収量

（ホールクロップ）
（kg／１０a）

TDN収量
（ホールクロップ）
（kg／１０a）

注①
乾物雌穂収量
（kg／１０a）

注②
雌穂食害個体数
（個体数／１０a）

注③
雌穂食害率
（％）

電気柵設置区
（試験区） H２７．４．１６ 糊熟

（後期）
１，０６１ ７８０ ４２６ － －

無設置区
（対照区） ７４９ ５４９ ３６０ ５３４ ７．２

比率【無設置区／電気柵設置区＊１００】 ７０．６ ７０．５ ８４．４ － －
注）①雌穂：子実＋穂軸＋包皮

②雌穂食害個体数：野生獣による
雌穂への食害が確認された個体数

③雌穂食害率：生育個体数に対する雌穂食害個体数の割合

表２ 新タイプ獣害対策電気柵設置試験結果【飼料用トウモロコシ圃場：H２７．８／１０調査】

※約３０％の減収

おわりに

（著者；宮崎県畜産試験場 酪農飼料部 特別研究員兼副部長）

（１）調査圃場の状況
電気柵を設置していない飼料用

トウモロコシ圃場には、播種する
前の早い時期からシカ等の野生獣
が多数侵入していました。
（２）被害軽減効果
表２は、電気柵を設置した区と

設置しなかった区の収量等を調査
した結果です。
電気柵を設置しなかった区では、乾物やTDNの減収が著しく、設置した区よりも約３０％、

収量が低い結果となりました。
また、雌穂の収量や食害の状況を見ると、乾物やTDNの収量が大きく減収したほどの収量

の差はありませんでしたが、このことに関しては、野生獣による雌穂への直接的な食害だけ
でなく、作物を押し倒したり、折損させたりすること等による被害の程度が意外に大きく、
結果として全体収量の著しい減収につながったのではないかと考えています。
いずれにせよ、安価な資材を使用した電気柵でも、被害の軽減効果が高いことが分かりま

した。

今回、紹介した電気柵は、設置コストが低く抑えられるとともに、被害軽減効果が期待で
きる方式であると言えます。
設置効果が十分に発揮されるためには、漏電を防ぐための除草や電線の切れ等が無いかの

点検等、こまめな管理も必要です。

写真１ 無設置圃場へのシカ
の侵入

写真２ 食害や倒伏、折損の
被害が甚大（収穫直前）
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